
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 
兵庫県には、１４７か国、約 9.7 万人の外国人県民が住んでおり、さまざまな場面で接する機会が増えています。

文化や言語、生活習慣の違いを認め合い、互いに尊重し合う多文化社会の実現をめざし、今回で１４回目を迎える
「『多文化共生』を考える研修会」を下記内容で開催します。興味のある方は、是非、ご参加下さい。  

８月１８日(月)【「多文化共生」社会に向けて】 
 

13:30～13:35 主催者あいさつ 
 

13:35～15:00「だからあなたもがんばって！ 

～日系ブラジル人の子どもが夢を叶えるまで～」 

ＫＥＬＬＹ（モデル） 

 

コーディネーター：乾 美紀（兵庫県立大学環境人間学部准教授） 
 

15:15～16:45「相談事例とその対応～とよなか国際交流協会の相談活動から～」 

平松 マリア（とよなか国際交流協会フィリピノ語多言語スタッフ、 

フィリピノ語通訳/翻訳） 

 

８月２０日(水)【歴史から考える共生】 
 

13:30～15:00 「パレスチナ問題から歴史認識を考える」 

岡 真理（京都大学大学院人間・環境学研究科教授） 
 

15:15～16:45 「神戸華僑の歴史」 

愛新 翼（孫文記念館副館長） 

 
 

 

 
 
８月２２日(金)【外国人の子どもの教育】 

 

13:30～15:00「『いっぽ』からひろがり、つながる松阪市の外国人児童生徒教育 

～学校・地域・行政の協働による教育の創造をめざして～」 

小筆 邦昭（松阪市教育委員会事務局人権まなび課指導主幹） 
 

15:15～16:45「多文化の子どもたちの居場所づくり～Minamiこども教室をひらいて～」 

金 光 敏（Minamiこども教室代表） 

 

 

８月２５日(月)【外国人受け入れ政策】 
 
13:30～15:00「EUの難民受け入れ政策～移民受け入れ政策との比較的視点から～」 

小山 晶子（名古屋大学国際教育交流センター特任講師） 
 

15:15～16:45「日本の難民受け入れ政策の過去・現在・未来」 

中尾 秀一（難民事業本部関西支部長代行） 

主 催：(公財)兵庫県国際交流協会、ＮＰＯ法人神戸定住外国人支援センター、兵庫県、兵庫県教育委員会、神戸市 

ＫＥＬＬＹ 
1984 年ブラジル・サンパウ

ロ出身。14 歳の時に日本

に移住。ファッションモデルと

して雑誌、広告を中心に

活躍中 

【資 料 代】 ５００円／回 （全回参加で初回納付の方のみ１５００円） 

【申込締切】 ８月１１日（月） 

【申込・問い合わせ先】ＮＰＯ法人神戸定住外国人支援センター（ＫＦＣ） 
ＴＥＬ：０７８－６１２－２４０２ ＦＡＸ：０７８－６１２－３０５２ 

Ｅ－ｍａｉｌ：ｋｆｃ＠ｓｏｃｉａｌ－ｂ．ｎｅｔ 
 

【申込方法】 ①お名前、②所属等、③連絡先（TEL、FAX又は E-mail）、④参加を希望する日 の４点を明記して、 

FAX又は E-mailで上記申込先までお申し込みください。 
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１回でも
参加いた
だけます。 

定員 60 名 

各回定員 60名 

定員

60 名 

会場：国際健康開発センター３Ｆ会議室１ 

 

会場：国際健康開発センター３Ｆ会議室１ 
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